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皮表脂質と肌着の油性汚れに関する研究(第3報)
一一主として被服材料との関係について一一
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皮表脂質と肌着のj自性汚れに関する研究において.第
1報1)では脂tU誌の昔日位別，季節別の考療を行ない，第
2報2)では脂質の成分について検討した。これにつづき，
被服材料別の脂質の付着量および透過怠の検討を試みた。
従来，肌着の汚れを材料別に比較検討された報告とし
ては，奥窪3)の諸筏被服材料について.水溶性汚物量，
籾脂肪量，表面反射率などを測定L.被服地の化学物理
的諸性質との関係などを考察した研究があり，また平尾
の油性汚れに関する一連の研究報告の中にも種々の材料
についての比較検討が行なわれている。 4)5)また，マル
チファイパー ・テストクロスを用いて天然汚垢の付着状
態を走査型電子顕微鏡で観察した米回ら引の報告などが
みられる。しかし，種々の被服材料について.その油性
汚れ量と皮表脂質震とを比較検討した報告はみあたらな
L冶。
本実験では，種々の被服材料を着用した場合の脂質付
着量および透過量を比較し， 皮表脂質量との関係をしら
べ，続いて，被服材料の脂質付着量の相違は如何なる要
因によるものかを見出すことを目的として実験を始めた。
すなわち，着用実験に頼らなくても，布の段階において，
その汚れやすきを或る程度予測し得られる因子を抽出す
ることを目的としている。
実験に用いた試料l主，綿(金rl1.ブロード，クレープ，
メリヤス).麻，絹，羊毛(モス リン)，キュプラ(タフタ
およびモスリン)，ナイロン(タフタ)，ポリエステル{タ
フタおよびモスリン)，アクリルの13種類で，肌着の背に
貼付して.24時間着用し，皮表脂質量.試験布に付着し
た脂質量.試験布を透過した脂質量を測定した。実験は，
夏の発t干の多い時期と，冬発汗の殆んどない時期に行な
い，同時に汗の成分である Clについて試験布付着量と
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透過量を測定し，脂t1t盆との関係をみた。
次に各試験布の物理的性質を測定し.それらと汚れ量
との関係について検討を試みた。実験結果および結果に
対する検討は充分とはいえないので.引税き実験を行っ
ているのであるが.現在までに若干の知見が得られたの
で以下に報告する。
実験方法
I 試験布.肌着
試験布は表一 1に示す，いず、れも未加工布13種類を選
ん1:'0蒸溜水ても何回も洗浄してから室内で自然乾燥し，
10cmX 10cmの大きさに切りわけ，付着している脂質をベ
ンゼンで抽出して用いた。実験は，13種類の布を同時に
着用できないので.A， B， C， Dの4グループに分け
て行った。すなわち，試験布12)から(13)までの12種類を上
から 3種類づつに分け，それに基準としてII綿金巾を常
に加え， 4種類を 1グループと した。
また，試験布を透過する汚れ量をも測定するために，
予備実験で試験布の外側IJに試験布と向じ大きさの綿金巾
を3枚重ねて当て，透過状態を測定した結果，夏の脂質
援においては，透過布1枚目は試験布付着量に対して平
均17.5%. 2枚目は10.8%，3枚目は 3.4%，冬の脂質
量におい‘では 1枚目は 5.3%. 2枚目は 1.6%， 3枚
目は 0.8%と外側に行く穏少なくなった。本実験にあ、い
ては，汚れ透過量の測定には，各試験布の外側に，一応
綿金巾3枚を重ねて当てたが， ミクロソ yクスレーの試
F学入れの大きさも考えて. 3枚目は喜IJ愛し，内似IJの2枚
の汚れ霊を一緒に測定して汚れ透過量と した。
肌着は綿金巾で作成し，図ー 1に示す如く，背にllcm
Xllcmの窓を4つあけた。そして肌着の表側IJから 4つの
窓全体より少し面積の大きい綿金巾(蒸溜水で洗浄，乾
燥後，ベンゼンで洗浄)を縫いつけて窓をふさいだ。こ
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表-1 試験布
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の縫いつけた布の裏側lの各窓の中に試験布と透過布を重
ねて縫いつけた。実験は 1グループ4種類の試験布の位
置を変えて，一巡4回づっ行った。各グループ共，すべ
て綿金巾は lの位置から始まり 2， 3， 4と位置を変
えた。そして 1グループ一巡させてから次のグループの
実験を行った。
阪四I I~川1 1i 
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肌省(背)の裏
図-1 試験布の貼付位置
??????
??
??
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n iU貧者，測定時期
被検省は成人女子 (43歳，身長 153crn，体重44kg)で
あり，測定は，夏(昭和47年7月-8月)の発汗量の多
い時期と，冬 (47年11月下旬-12月)の殆んど発汗のな
い時期に行った。
回 実験用肌着の着用
被検者lま入浴後，背部をアセト ン続いてエーテルで清
拭した後， 試験布を縫いつけた肌着を24時間着用した。
肌着の外側の被服は季節に応じたもので，夏，冬それぞ
れの実験期間を通じて同じ衣服構成とした。夏はその都
度すべて洗漉したものを着用し，冬も実験用肌着に接す
る被服1;1:洗濯したものを着用した。被検者の生活は，実
験室内で実験を行っていた。
N 脂質賃およびCI量の測定
実験用肌着を24時間着用後.肌着を着用したままで，
外側ヵ、ら縫いつけてあった綿金巾を取りはずすと，各試
験布1;1:綿金巾に縫いつけられたまま肌若からはずされる。
そして肌着に4つの窓が聞く。この各試験布に接してい
た皮膚面から皮表脂質を前報1)幻と閉じくカップ法によ
って， エーテルにて溶解採取した。皮遣を脂質採取面積は
25cmである。
各試験布.透過布共， 図-2に示した位置から脂質量，
Cl!量を定盆し，成績はすべて25cll当りとした。
布に付着した脂質はベンゼンで抽出し，皮表脂質共に
前報1)同様，単分子膜レ ンズ法によって定量した。検量
線は，夏，冬それぞれの季節に.被験者の背部から採取
した脂質でもって作成した。
Cl・11:の測定は，布をふた付き瓶に入れ， 一定量の蒸
溜水を加えて強く振とうし. しばらく 静置した後再び振
とうして.その液を硝酸銀法的によって定量した。
10cm 
Hfl 
Clii':量湯所
脂質定量局所 卜，"1I 10
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図-2 試験布の脂質およびClの定量場所
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試験布の物理的性質の試験
I 猷験方法
試験布の物理的性質の試験には.すべて着用実験の場
合と全く防iじ前日E理をほどこした布を用い，今回は次に
5j~すような項目について試験を行った。
1.線・直結状態の重量:J 1 S ~財告別によった。ただし .
試験片の大き さ7.5X7.5cmのものについて測定した。
2.絶乾:iII:肱:同上
3. I厚さ :J 1 S規絡8)により厚さ測定機で圧力 240g 
/ cnlで測定・した。
4.見掛比重 J1 S続俗的
5.気孔容積 :J 1 S規絡幻
6.糸節度 J1 S規格制
7. i湿気度 :J 1 S規格制によりフラジール形試験機を
用いた。
8.摩擦帯電圧:京大化研式ロータリースタティ yクテ
スターを使用L.試験条件lま日本化学繊維機査協会の
田中の研究報告別に従った。(ただし測定室の気温は24
'C.湿度70%であった。)汚れ盆との関係をみる場合は.
(A)格電筏性を含めた数値.(8時色付{直のみ，について検
討した。
9 吸水速度(パイレック法) : J 1 S規格制に準じた
試験片の大きさは20cmX1 cmとし.30分間の毛細管現
怠による水の上昇した高さ (mm)を測定した。
10.初期吸水速度および吸水盤{綾触法):吸水性の沸l
定法として積hの方法があるが，着用時の条件に近似
していると忠われる方法に後触泌がある。生体皮膚面
上の発汗時の状態を実験的にモデル化して接触峨水さ
せる方法として，ノl、出ら 10) ，主，大型デシケーターの
中に人工j干液を入れ.その中に市販のよ質脱脂綿を平
均に浸潰し，充分湿潤した脱脂綿の表面を平らと L.
その表面に試料を静置して吸水率の経時変化を測定し
ている。この方法，;1:.着用時の条件に似ていると忠われ
るが.試料を静置する加減により.データーの再現性
が舌Lれがちなことが注意されでいる。また，皮j薗函の
発汗時の状態のモデル化として著者らの研究室では牛
皮に水分を含ませたものも試みられているP)
本実験では皮膚面の発i干時のモデル{ヒとして次のよ
うな方法を試みた。図-3に示す知<.浅い絹子水僧
に蒸溜水を入れ，その中に水槽の底面積より小さい炉
紙を何枚も重ねて積み.充分湿潤させる。湿潤した炉
紙の高さ，;1:.水槽の上縁より 1cm{立高〈し，この担当紙の
上にタンニンなめ しの成牛皮を置く 。水機には常にM-
j留水をi筒たす。牛皮は下から水分を吸い上げて，常に
湿潤した状態を保つ。この牛皮の表面を発汗日寺の皮膚
函のモデル化として，試験布を接触させる。試験片の
大きさは2X 2.5cmとし.標準状態のデシケーター中
に48時間以上入れたものを牛皮の表面に商事置し.!.!!に
そのよに試験片より少し大きい目で0.16g/cn!の重さの
硝子板をのせた。このようにセッ トして.試験片が水
分を峨収しで飽和に途する迄の重量のI自力U.すなわち，
吸水量的/cn!を経時的に測定した。測定は各試験布に
ついて5凶行ない.その平均値を求めた。なあ¥測定
時，水繕内のt/i;i儲水の温度は21C-29'Cであった。
ここでは，吸水初期30秒の値を初期吸水速度的Icta
1m in として表わし，飽和した時の値を吸水量的Icn! 
とした。
各試験布についての吸水の経時変化を図-4に示し
たが，これでみられる如く，試験布(4)(綿メリヤス)
は.飽和に透した時の吸水量，;1:.非常に大きいが，未精
練のためか吸水速度が小さく ，飽和に逮するのに4-
5臼を要した。また試験布(7)(羊毛モスリン)も吸水
速度が非常に小さく，飽和に逮するのにやはり 4-5
日を要した。これら 2つの試験布については. 5日目
のi直を吸水盛 (mg/ cn!)とした。その他の試験布は24
時開催をそれに当てた。
11.吸水量および吸水率 (8O'C法) : J 1 S規格射の級
水率測定のための装置に準じ，試験布を水に浅漬して，
飽和した時の吸水:IJtを測定した。上記の後触法でみら
れた如く.(4) (綿メリヤス).(71(羊毛モスリ ン)は飽
和に達するのに長時間を要したので，浅漬する水温(
硝子板
試験片(2X2.5cm) 
成牛の皮(30X1長田)
30cm 
35cm 
??
?
?
?
?
図-3 吸水試験装!ii(接触法)
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図-4 吸水宏(按触法)の経時変化
(30'C， 50'C， 80'C)と試験布が飽和に透する迄の時
間を予備実験し，その結果，飽和に遥する時聞が最も
短かかった80'Cで行なうこととした。
各試験布について， 7.5X7.5cmの試験片を3枚採取
し，*色乾重量を測定してから， 標準状態のデシケータ
ー中に48時間以上入れた後，試験片の一端におもりを
取付It，8O'Cの蒸留水を入れた浸漬糟中に 1時間浸i貸
した。その間，時々ピンセ γトで軽〈試験片を動かし
て充分吸水させるようにした。次に，3O'Cの蒸溜水に
1分間浸演して冷やしてから， 30秒間空気中につるし，
自然に水滴を落とした。なあ¥試験片の先端にたまっ
た水分を，浸潰槽の縁に接触させて切り.重量を測定
した。単位面積当りの吸水量 (田g/coi)，および絶乾重
量に対する吸水量の割合，すなわち吸水率(%)を算
出した。
12.吸水量および吸水率(加圧法) :上記80'C法によっ
て吸水量を測定した試験片を， 20X20cmの乾燥した炉
紙上下2枚づつの聞にはさみ，その上に10X10cmの板
を置き， 3 kgのおもりを 1分間のせて脱水した後，重
量を測定した。そして脱水後も残る吸水量(田宮/cnl)を
求め.また.絶乾重量に対する吸水率(%)を算出し
た。
13.表面摩擦係数:傾斜法により，次の4つの織合につ
いて測定してみた。
a.被験者の前勝部内面を傾斜板とし， 2X2cmの厚
紙に試験布を貼りつけた試料 (重さはすべて 5g 1，: 
した)をのせ，前『専を静かに傾斜させ.試料の滑り
出す時の傾斜角をよみとる。
b.表面摩擦係数測定装置の傾斜板に成牛皮を鮎りつ
け，上記aと同じ試料を滑らせる。
C. 摩嫁係数測定装置の傾斜板に各試験布を貼り.そ
の上を成牛皮を接触面に貼りつけたおもり(接触面
積3.1X1.8cm，重さ8.9g)を滑らせる。
d. cと同じく傾斜板に試験布を貼り，その上を底部
の平らな金属のおもりを滑らせる。
これら 4方法によって測定した際機係数の相関係数
を求めると， aとb (0.419)， aとc(0.711)， aと
d (0.476)， bとc(0.688)， bとd (0.446)， cと
d (0.557)となり c法と{砲の方法との聞には危険率
1%あるいは 5%で有意の相関関係があった。
なお.糸の番手に関しではすべて恒重式番手とし，
たで糸，よこ糸の平均を示した。
E 鼠験成績
以上の試験布の物理的性質の試験結果は表-2の通り
である。
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表-2 ぷ験布の物理的性質の試験結架
示〈二
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絶帯主) 比1R 平正積 本/川
cc/csde-c 
帯電 1);
たて，よこ平均状態) こ平均
ト
9/r{ 9/m' mm mm % s えてよ こ V mm/30min 
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k〈L初期日昼水速度 l吸水 1量 I吸 水 f註 吸 水率 吸 水晶t 吸 水 彩 日揮 m {系 数(接触法)I旬/cm'min (後触法) (8O't i.圭)的/cJi 的/cm
( 1: 綿 金 巾 8.62 27.57 24.47 
(21 綿 プロー ド 3.34 25.45 22.38 
(3) 綿 クレープ 2.44 33.60 25.43 
(4) 品市 メリヤス 1.02 80.01 76.99 
151 麻 8.02 21.26 16.16 
(61 絹 11.32 12.51 11.28 
(71羊 毛モスリン 0.48 23.82 18.26 
(81キ ェプラタ フタ 10.88 12.41 9.27 
191ナ イロンタフタ 5.84 7.96 5.37 
()曲ポリエステルタフタ 5.62 5.69 4.99 
(11キュプラモスリン 10.88 26.03 20.07 
(12]ポリエステルモスリ ン 2.00 22.63 18.92 
1割7 7 リルモスリン 5.00 19.26 17.06 
実験結果および考察
13種類の試験布を用い，肌着の背に貼{寸，夏と冬に，
それぞれ24時間着用した場合につき，各試験布に接して
いた皮膚表面の脂質盆， 各試験布に付着した脂質量， 試
験布を透過した脂質量などの成績を表-3に示した。ま
た.CIの試験布付着量， 試験布透過量の測定成績を褒-
4に示した。
I 脂質量の夏と冬の比較
皮表脂質量の季節変動について.第 1綴りでは夏より
(8O't法) (1JU!五法) (加圧法) たて.よこ平均
% 衛官/crd % (al (bJ IcJ Id) 
240.4 5.58 54.8 0.520 0.440 0.604 0.502 
190.5 5.96 50.7 0.550 0.440 0.587 0.455 
229.1 5.45 49.0 0.535 0.443 0.612 0.378 
370.4 19.25 92.6 0.475 0.429 0.606 0.508 
133.9 4.67 38.7 0.425 0.408 0.549 0.357 
180.6 2.79 44.7 0.516 0.468 0.581 0.402 
184.5 3.81 38.5 0.495 0.380 0.524 0.338 
146.6 3.19 50.4 0.360 0.400 0.507 0.412 
82.2 0.32 4.9 0.399 0.438 0.555 0.305 
62.4 0.04 0.5 0.389 0.359 0.432 0.310 
196.7 7.02 68.8 0.520 0.423 0.535 0.441 
119.3 2.54 16.0 0.558 0.400 0.587 0.409 
187.0 1.32 14.5 0.546 0.415 0.644 0.411 
冬の方が多いという結果をみたが，従来のいくつかの報
告においては，第 l報1)でも述べた如く， それらの聞に
統ーした意見をみることはむつかしい。
また.肌書官のi自性汚れについては， 平尾の報告 12)
著者の第1報1)では，成人女子について夏より冬に多い
こと をみているが，山内，小林13)が中学生， 女子大学
生について測定した結果，気温または季節と肌着につく
皮脂の量の間に明瞭な相関関係を見いだすにはいたらな
かったとしている。
本実験の成績から も一応，夏と冬の差についてしらべ
( 39 ) 
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?
表-3 脂質量の成績・g/25cd/24hr
取£
(1: 12 (3: 14' (5: (6: (7: (8: (9: 
総 車市 綿 t8 耳手 f(j 羊毛 キュプラ ナイロ ン
金巾 ブロード クレープ メリヤス モスリ ン タ 7 タ 5' 7 タ
A B C D 平均 A B C 
1 0.59 0.25 0.63 0.43 0.48 0.67 0.59 0.63 0.26 0.26 0.35 0.49 0.39 
2 0.27 0.52 0.43 0.38 0.40 0.22 0.21 0.38 0.26 0.39 0.77 0.22 0.36 
皮 雲監脂 質量 3 0.21 0.31 0.23 0.30 0.26 0.29 0.30 0.37 0.30 0.33 0.53 0.38 0.47 
4 0.47 0.38 0.29 0.35 0.37 0.45 0.43 0.33 0.27 0.44 0.63 0.28 0.50 
平士句0.39 0.37 0.40 0.37 0.38 0.41 0.38 0.43 0.27 0.36 0.57 0.34 0.43 
1 0.68 0.48 0.96 0.66 0.70 0.74 0.59 0.43 0.60 0.23 0.13 1.33 0.60 
2 0.53 0.59 0.68 0.62 0.61 0.63 0.67 0.48 0.96 0.68 0.40 0.48 0.41 
t式殿布付着:It 3 0.51 0.70 0.43 0.58 0.56 0.47 0.39 0.44 1.42 1.00 0.59 0.63 0.30 
4 0.56 0.60 0.69 0.64 0.62 0.50 0.49 0.46 0.83 0.63 0.44 0.72 0.61 
平均 0.57 0.59 0.69 0.63 0.62 0.59 0.54 0.45 0.95 0.64 0.39 0.79 0.48 
1 0.07 0.11 0.15 0.17 0.13 0.08 0.07 0.08 0.08 0.07 0.03 0.16 0.19 
2 0.08 0.12 0.11 0.18 0.12 0.05 0.09 0.05 0.11 0.18 0.09 0.09 0.16 
夏 依厳布透過量 3 0.06 0.24 0.09 0.15 0.14 0.02 o.∞ o.∞ 0.33 0.34 0.12 0.22 0.17 
4 0.16 0.16 0.08 0.17 0.14 0.22 0.21 0.22 0.12 0.15 0.05 0.10 0.21 
平均 0.09 0.16 0.11 0.17 0.13 0.09 0.09 0.09 0.16 0.19 0.07 0.14 0.18 
1 0.75 0.59 1.11 0.83 0.82 0.82 0.66 0.51 0.68 0.30 0.16 1.49 0.79 
2 0.61 0.71 0.79 0.80 0.73 0.68 0.76 0.53 1.07 0.86 0.49 0.57 0.57 
試験布透過.. 3 0.57 0.94 0.52 0.73 0.69 0.49 0.39 0.44 1.75 1.34 0.71 0.85 0.47 
dEh Z 富十 4 0.72 0.76 0.77 0.81 0.77 0.72 0.70 0.68 0.95 0.78 0.49 0.82 0.82 
平幼 0.66 0.75 0.80 0.80 0.75 0.68 0.63 0.54 1.11 0.82 0.46 0.93 0.66 
1.34 0.84 1. 74 1.26 1.30 1.49 1.25 1.14 0.94 0.56 0.51 1.98 1.18 
2 0.88 1.23 1.22 1.18 1.13 0.90 0.97 0.91 1.33 1.25 1.26 0.79 0.93 
脂質合 計 盆 3 1.78 1.25 0.75 1.03 0.95 0.78 0.69 0.81 2.05 1.67 1.24 1.23 0.94 
4 1.19 1.14 1.06 1.16 1.14 1.17 1.13 1.01 1.22 1.22 1.12 1.10 1.32 
平幼 1.05 1.12 1.19 1.16 1.13 1.09 1.01 0.97 1.39 1.18 1.03 1.28 1.09 
l 0.64 0.51 0.81 0.89 0.71 0.76 0.56 0.68 0.51 0.48 0.69 0.61 0.48 
2 0.51 0.72 0.83 0.81 0.72 0.48 0.64 0.54 0.49 0.62 0.70 0.48 
皮Jl脂質量 3 0.70 0.67 0.78 0.49 0.66 0.68 0.73 0.86 0.55 0.71 0.86 0.76 0.70 
4 0.42 o.ω 0.88 0.63 0.63 0.52 0.53 0.57 0.47 0.52 0.77 0.81 0.79 
平吻 0.57 0.63 0.83 0.71 0.68 0.61 0.62 0.66 0.51 0.58 0.76 0.67 0.63 
1 0.57 0.63 1.∞ 0.88 0.77 0.68 0.60 0.45 0.84 0.48 0.35 1.19 0.75 
2 0.62 0.78 0.88 0.92 0.80 0.66 0.66 0.43 1.01 0.71 0.37 0.90 1.04 
試験布付着量 3 0.57 o.ω 0.90 0.55 0.66 0.79 0.51 0.57 1.36 0.72 0.37 1.20 0.90 
4 0.71 0.93 0.95 0.47 0.77 0.44 0.53 0.36 1.04 0.49 0.28 1.08 1.09 
平士句'0.62 0.74 0.93 0.71 0.75 0.64 0.58 0.45 1.06 o.ω 0.34 1.09 0.95 
1 0.04 0.03 o.∞ 0.14 0.05 o.∞ 0.04 0.01 0.04 0.05 0.04 0.05 0.09 
2 0.07 0.09 0.06 0.02 0.06 0.01 0.04 0.06 0.01 0.15 0.09 0.08 0.07 
冬 民草案布透過 .1: 3 0.09 0.03 0.11 0.02 0.06 0.09 0.03 0.02 0.08 0.07 0.05 0.12 0.1 
4 0.09 0.09 0.08 0.01 0.07 0.05 0.04 0.08 0.11 0.13 0.05 0.12 0.1 
平均 0.07 0.06 0.06 0.05 0.06 0.05 0.04 0.04 0.08 0.10 0.06 0.09 0.10 
1 0.61 0.66 1.00 1.02 0.82 0.68 0.64 0.46 0.88 0.53 0.39 1.24 0.84 
2 0.69 0.87 0.94 0.94 0.86 0.73 0.70 0.49 1.08 0.86 0.46 0.98 1.11 
試験布透過.. 3 0.66 0.63 1.01 0.57 0.72 0.88 0.54 0.59 1.44 0.79 0.42 1.32 1.01 
{l- 富十 4 0.80 1.02 1.03 0.48 0.83 0.49 0.57 0.44 1.15 0.62 0.33 1.20 1.20 
平幼 0.69 0.80 1.ω 0.75 0.81 0.70 0.61 0.50 1.14 0.70 0.40 1.19 1.04 
1 1.25 1.17 1.81 1. 91 1. 54 1.44 1.20 1.14 1.39 1.01 1.08 1.85 1.32 
2 1.20 1.59 1. 77 1. 75 1.58 1.21 1.34 1.03 1.57 1.48 1.16 1.46 1.67 
脂質 合 ft.. 3 1.36 1.30 1. 79 1.06 1.38 1.56 1.27 1.45 1.99 1.印 1.28 2.08 1.71 
4 1.22 1.62 1.91 1.11 1.47 1.01 1.10 1.01 1.62 1.14 1.10 2.01 1.99 
平幼 1.2611.4211.8211.4611.49 1.31 1.23 1.16 1.64 1.28 1.16 1.85 1.67 
( 40 ) 
U曲 1l 
ポリエステル キュプラ
守 7 守 モスリン
0.38 0.57 
0.42 0.33 
0.39 0.35 
0.30 0.46 
0.37 0.43 
0.98 0.37 
0.64 0.24 
0.64 0.33 
0.44 0.39 
0.68 0.33 
0.11 0.23 
0.14 0.22 
0.13 0.16 
0.17 0.26 
0.14 0.22 
1.09 0.60 
0.78 0.46 
0.77 0.49 
0.61 0.65 
0.81 0.55 
1.47 1.17 
1.20 0.79 
1.16 0.8~ 
0.91 1.11 
1.19 0.98 
0.48 1. 31 
0.52 0.73 
0.75 0.55 
0.69 0.76 
0.61 0.84 
0.99 0.81 
0.99 0.40 
1.47 0.35 
0.99 0.35 
1.11 0.48 
0.07 0.07 
0.07 0.04 
0.09 0.04 
0.08 0.01 
0.08 0.04 
1.06 0.88 
1.06 0.44 
1.56 0.39 
1.07 0.36 
1.19 0.52 
1. 54 2.19 
1.58 1.17 
2.31 0.94 
1. 76 1. 12 
1.80 1. 36 
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日2
ポリエスチル
モ ス リン
D 
0.38 
0.44 
0.52 
0.62 
0.49 
0.28 
0.28 
0.35 
0.30 
0.30 
0.18 
0.19 
0.20 
0.27 
0.21 
0.46 
0.47 
0.55 
0.57 
0.51 
0.84 
0.91 
1.07 
1.19 
1.00 
0.99 
0.66 
0.74 
0.59 
0.75 
0.73 
0.39 
0.38 
0.40 
0.48 
0.05 
0.03 
0.01 
0.00 
0.02 
0.78 
0.42 
0.39 
0.40 
0.50 
1. 77 
1.08 
1.13 
0.99 
1.24 
U3! 
77リル
モスリン
0.43 
0.53 
0.67 
0.38 
0.50 
0.49 
0.29 
0.33 
0.43 
0.39 
0.32 
0.22 
0.13 
0.20 
0.22 
0.81 
0.51 
0.46 
0.63 
0.60 
1. 24 
1.04 
1.13 
1.01 
1.11 
0.88 
0.68 
0.64 
0.49 
0.67 
0.88 
0.58 
0.50 
0.36 
0.58 
0.08 
0.04 
0.06 
0.01 
0.05 
0.96 
0.62 
0.56 
0.37 
0.63 
1.84 
1.30 
1.20 
0.86 
1.30 
( 41 ) 
てみた。 各試験布告正に~と冬の脂質1tの雲監の有意性につ
いてt検定を行った結果は表-5の通りである。
I主表n:¥t!t:!辻について，夏と冬を比べると雲監-3にみら
れる剣1<，各試験有j4凶づつの平均値では，どの試験布
に綾していた場合でも夏より冬の方が多い。そのうち，
8樋額の試験布の幼合において，危険率 1%あるいは5
%で有:壱:差があり.その他の試験布においても，toの続
はかなり大きい。
試験布に付着した脂質録li，殆んどの試験布において
平均値では冬の方が多いが.ここで有意差のみられたの
は， 19)ナイロンタフタ(危険率1%)，(1ωポリエステルタ
フタ (危険率5%)で.その他の試験布では.夏と冬の
問に危険率5%以下では有意、差はみられなかった。
試験布を透過した脂質量は，どの試験布でも平均値は
冬より哀の方が多い値を示し，そのうち6種の試験布に
おいて危険率1%で有意雲監があった。
次に.試験布に付者した脂質蛍と試験布を透過した脂
質滋を加え合わせた;訟は.皮表から除去された脂質量と
なるが.試験布付着掻において有意差のあった19X1O)の試
験布においてのみ，危険率1%あるいは5%で夏より冬
の方が多かったが，他の試験布においては有意差はみら
れず， toのf直もかなり小さいものが多い。すなわち， 布
に付着する盆は，殆んどの試験布において冬の方が多い
傾向にあるが，透過訟は，'!l.に多い傾向にあるためであ
る。
皮!衡を消拭して24日寺間試験布を着用した後の皮表脂質
五t.試験布付着盆，透過i置の合計は，肌若者用24時間に
皮表に排出された脂針金量とみなしうるが，この{直は，
何れの試験布の湯合でも平均値では冬のカカt多くなる。
(1)， 191， (1ωの試験布においては危険率1%あるいは5%
で有意差がみられた。
以上，今回の成績においては，皮表脂質盆は，夏より
冬に多い傾向にある。肌着に付着する脂質量については
明確なことは云えない。 被服材料の種類により異るよう
であるが，今後確かめたい。 布を透過する脂質盆は，変
の方が多い傾向にあるなどが認められた。
E 被服材料による比較
13樋の試験布をA，B， C， Dの4グループに分け，
各グループに常に綿金巾を基準として加えて4種類とし
1グループ毎に，背吾川， 2， 3， 4の位置に試験布が
1巡するように位置を変え，従って 1グループ4回づ
っ測定したものであり，4つのグループの着用実験に夏.
冬共1.5ヶ月近くを要した。皮脂の排出は同じ委節にお
いても目によって変動がある1)が，被服材料聞の比較を
行なうには，実験グループ間に差があってはならないの
- 80- 被-
表 4 Cl.l量の成績 (1I9/25cu!/24hr)
?
?
?
f半
節い~とミ言'項E下\、\、主9宅 金銀主跡、般ρζ市、2z- 11 12J (31 141 151 161 C7I 181 191 t串 *-¥1 話i 話i 耳t m 羊毛 キュフラ ナイ ロン
金rtl ブロードクレープ メリヤス モスリ ン タ フ タ タ フ タ
A B C 。平均 A B C 
1 1.610 0.843 0.650 0.808 0.978 1.560 1. 136 1.136 0.720 0.597 0.527 0.720 0.263 
2 1.369 0.966 0.702 0.895 0.983 1.299 1.194 1.597 0.878 0.720 0.930 0.562 0.263 
試験布付着.hl: 3 1.334 0.702 0.632 0.720 0.847 1.334 1.580 1.615 0.755 0.948 0.597 0.579 0.334 
4 2.282 0.825 0.650 0.614 1.093 2.703 1.948 1. 738 1.088 0.562 0.860 0.895 0.421 
平均 1.649 0.834 0.659 0.759 0.975 1.724 1.465 1.522 0.8ω 0.707 0.729 0.689 0.320 
0.324 0.035 0.140 0.158 0.164 0.337 0.200 0.337 0.035 0.053 0.070 0.105 ~. ~~~ I 
2 0.737 0.492 0.018 。.0180.316 0.105 0.088 0.263 0.281 0.456 0.351 0.105 0.298 
夏 試験布透過主I 3 0.211 0.035 0.211 0.263 0.180 0.176 0.263 0.369 0.018 0.018 0.053 0.386 
4 0.948 0.614 0.053 0.123 0.435 0.913 0.597 0.334 0.667 1.053 0.544 0.035 0.298 
平均 0.555 0.294 0.106 0.141 0.274 0.383 0.287 0.326 0.250 0.395 0.255 0.158 0.351 
1 1. 934 0.878 0.790 0.966 1.142 1.897 1.336 1.473 0.755 0.650 0.597 0.825 
試験布崎町 2 2.106 1.458 0.720 0.913 1.299 1.404 1.282 1.860 1.159 1.176 1.281 0.667 0.561 I 
試験布透過』量 3 1.545 0.737 0.843 0.983 1.027 1.510 1.843 1.984 0.773 0.966 0.650 0.965 1.001 I 
a口h 言十 4 3.230 1.439 0.703 。ー7371.527 3.616 2.545 2.072 1.755 1.615 1.404 0.930 。.719
平吻 2.204 1.128 0.764 0.90。1.249 2.107 1.752 1.847 1.111 1.102 0.983 0.847 0.671 
1 0.039 O.∞o 0.0∞ 0.000 0.010 0.018 0.000 0.000 0.000 0.000 。目。。。 0.000 0.0∞ 
2 0.0∞ 0.000 0.000 0.053 0.013 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 
冬 試験布付者盆 3 0.000 0.000 0.000 0.070 0.018 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 
4 0.070 0.000 O.∞o 0.035 0.026 0.053 0.035 0.018 0.000 0.000 0.000 0.000 O.ωo 
平均 0.027 O.∞o 0.0∞ 0.040 0.017 0.018 O.ω9 0.005 。∞oO.ω。 0.0∞ 0.0∞ 0.0ω 
紋君主布透過量 総べてO
表-5 脂質量まの夏と冬の差の有意性の検定
hぐ:11 121 131 141 151 16  171 181 191 日明 。1 121 (I~ 繍 綿 綿 綿 聡 制1単 毛キュプラ ナイロンポリエステル キュプラ ポリエスチル 77リル
金巾 プロー ド クレー プ メリヤス モスリン タフタ タフタ タフ タモスリンモ スリ ンモスリン
10 6.12 1.68 2.5 2.15 12.∞ 3.39 2.04 3.‘7 2ω 3.43 2.37 2.5 1.65 
皮 袈 脂質 』量
有意性 車 車 揖 車車 禅 車 現 車 軍
t。 1.67 0.52 0.57 。∞ 0.5‘ 0.23 。51 1.51 4.39 2.62 1.28 2.07 1.ω 民 駿 布付 着量
有意性 首長減 車
s。 4.38 0.83 1.14 1.∞ 1.36 1.36 0.44 1.43 5.3 3.75 1.50 8.26 4.05 
拭験布透 過 量
有意位 減※ 操※ 訴後 ※※ 掛液 車車
峨布付着量i合計 、。 1.01 0.19 0.23 。ー“ 0.12 0.53 0.51 1.24 3.30 2.38 0.23 0.10 0.21 
紋駿布透過a 有意性 曹長葺 躍
J2i 置 合計 盆
s。 3.71 1.1 1.61 1.53 0.93 0.39 0.71 1.98 3.45 2.89 1.28 1.23 O.ω 
有量佳 軍軍 嵩 滋
{注) ※※ 危険率1%で有意，※ 危険率5%で有君主(以下閉じ)
で，基準の納金巾16回の値について， A， B， C， Dの
実験グループ間，同一グループ内での実験'No.間 (位置1， 
2， 3， 4の相違と同一グループ内での日の相違を含む)
に違いがあるか否かをしらべるため， 2元配置で分散分
析を行った。結果は表-6に示す通りで，実験グループ
r."同一グループ内での実験No.間 (背部位置の相違と，
グループ内での日のi患いを含む)共， F。はかなり大きい
が，危険率5%以下では有意差はみられなかった。
そこで，綿金巾の佳から，各グループ，各試験布の成
績の補正をつぎのようにして行った。すなわち，まず.
No.1のA，B， C， Dグループにおける綿金巾の値の平
均値を求める。つぎに，この平均値を綿金巾のA，B， 
C. Dのf査で割り返して，それぞれA.B， C， Dlこ対
する補正の係数とする。すなわち，この係数をその綿金
巾と同一グループで行った他の試験布の値に乗じて補正
を行った。これと金〈同じ要領で実験No.2，3， 4のグ
ループの値を補正した。このような械正({の4回の平鈎
値のみを褒-7に示した。
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ホリエステル キュブラ ホリエステル T'lリ jレ
タ フ タ モスリン モスリ ン モスリン
D 
0.316 0.983 0.439 0.404 
0.386 0.685 0.527 0.772 
0.351 0.650 0.650 0.474 
0.456 0.966 0.632 0.404 
0.377 0.821 0.562 0.514 
0.369 0.018 0.123 0.632 
0.527 0.000 0.140 0.070 
0.702 0.140 0.193 0.597 
0.228 0.018 。.070 0.070 
0.457 0.044 0.132 0.342 
0.685 1.001 0.562 1.036 
0.913 0.685 0.667 0.842 
1.053 0.790 0.843 1.071 
0.68i 0.984 0.702 0.474 
0.834 0.865 0.694 0.856 
0.000 0.000 0.000 0.000 
0.000 0.053 0.018 0.000 
0.000 0.070 0.000 0.000 
0.0ω 0.018 O.∞o 0.000 
0.000 0.035 O.∞5 O.例目。
表-6 綿金目1についての分散分続
ド丈A， B， C， Dの 同一実験グループ内実験グループ問 での実験 N。出l凡 F。
皮 表脂質量量 0.06 1.94 
試験布付.lt:l並 0.67 0.83 
'J: 
試験布透過怠 2.56 0.17 
脂質合計i量 0.23 1.14 
皮表 glifii誌 2.55 0.23 
試験布付務訟 3.21 0.73 
冬
試験布透過t誌 0.17 0.06 
脂質合計怠 3.12 0.42 
13種の試験布聞に途いがあるか否かをみるため.くり
返し4回の1元配震で分散分析を行った。結果は表-7
の右縫の欄に示した。文個々の試験布間の有意差検定を
行った結果を王座-8に示した。
1.皮表脂質量について
各試験布に接していた皮I曲・の皮表脂質量は，冬にお
いては試験布聞に危険率1%で有意差があった。 夏に
おいては有意差はみられなかった。しかし.試験布毎
の平均値についでの夏と冬の相関係数は， 0.557で危
険率5%で有意であった。
すなわち，皮表脂質1訂正着用する彼自E材斜に景品容さ
れ，冬においてあきらかであった。
2. ntH'[の試験布付話i-i誌について
各試験布に付着した85宮li量は.夏，冬共に危険率1
%で試験布悶に有意差があった。各試験布の平均値に
ついて， yと冬の相関係歓を求めると0.863(危険率1
%で有意)と高い相関関係があり.夏の発汗の多い時
期でも.冬のほとんど発汗のない時期においても.試
験布問の脂質の付着しやすさが似ていることを示す。
すなわち，夏冬共 (5)(麻)の付着量が最も多しその
他の試験布との問に危険率1%あるいは5%で有意差
があった。また，モスリン類の付着盆(;t.少ない。同じ
後維材料でもキュプラタフタはキュプラモスリンより
多< (危険率1%で有意t)ポリエステルタフタはポリ
エステルモスリンより多L、。(危険率1%で有意)ま
た，総についてもブロードはメ リヤスより上位にある。
このように同じ繊維材料でも.付着怠にかなり差のあ
ることカずわかる。
3.皮表脂質量と試験布付着量との関係
皮表脂質量と試験布付着量との相関係数l主.夏
-0.867，冬ー 0.781で負の相関関係があった。(危険率1
%で有意)すなわち司脂質をよく付着する布に接する
皮表は脂質量が少ないという関係にある。
肌着材科としては皮膚表面の汚物を吸着して皮腐を
清潔に保つものであることが望ましい。また，皮音質s5
1!lは . 皮I街に対して縫っかの生E盟作用乃至I;t. f*~盤作用
を有するので，それを除去し過き.ることも好ましくな
い。皮表脂質量は.性.年令，個人.身体部位.季節
など多く の要因によって奨る。1叫それらに応じ.肌
着によってどの程度除去しうる材料が適当であるかは
残された問題であろ う。
4. Dtif，:{の試験布透過盆について
脂質透過盆は付着丞に比べて少なし試験布付着盤
に対する透過量の書IJ合でみると要旨-9の如くである。
この割合l孟冬より夏の方が大きい。
透過&1主.夏では試験布間に危険率1%で有意差が
あったが，冬では有意差I;t.みられなかった。
夏について，各試験布の脂質付着盆と透過怠との相
関係数を求めると- 0.092 r.低<，相関関係はみられ
ない。
5.脂質合計量について
( 43 ) 
皮表脂質量，試験布に付着した脂質量および透過し
た脂質量の合計盆においては，夏.冬とも試験布聞に
有意差はみられない。すなわち.付着震の多い試験布
においては.それに接していた皮表脂質量が少いとい
- 82ー >a 学被
.ー7 納金巾を4臨海とした脂質量. CJ量的/2sCI/hr
下冶どを (1) (21 (31 (41 (51 
(6) (71 (81 (91 
綿 司晶 亀ー S曜 官亀 絹 羊 毛 キュプラ ナイロン
金巾 プロード クレープ メリヤス モスリ ン タフヲ タフタ
皮 f J旨質量 0.38 0.40 0.38 0.45 0.30 0.38 0.58 0.34 0.45 
2在庫責布付着. 0.62 0.64 0.59 0.50 0.97 0.63 0.38 0.72 0.44 
脂
夏 紙験布透過量 0.13 0.12 0.11 0.1 0.13 0.15 0.06 0.19 0.24 
試.事付着量t透過量の合計 0.75 0.76 0.70 0.61 1.10 0.78 0.44 0.91 0.68 
質
脂質合計量 1.13 1.16 1.08 1.06 1.40 1.16 1.02 1.25 1.13 
皮袋脂質量 0.68 0.74 0.75 0.80 0.56 0.64 0.83 0.55 0.52 
量
t式験布 付者量 0.75 0.79 0.71 0.55 1.11 0.63 0.36 0.88 0.77 
冬 試験布透過量 0.06 0.04 0.03 0.03 0.09 0.11 0.07 0.07 0.06 
続験布付着量と透過量の合計 0.81 0.83 0.74 0.58 1.20 0.74 0.43 0.95 0.83 
脂質合計量 1.49 1.57 1.49 1.38 1. 76 1.38 1.26 1.50 1.35 
CJ t式験布付着盆 0.975 1.∞6 0.871 0.924 1.021 。.829 0.855 1.038 O.必O
Jl 
夏 銀験布透過Jl 0.274 0.196 0.159 0.188 0.228 0.345 0.303 0.646 2.103 
鉱.高付着量t透過量の合計 1.249 1.202 1.030 1.112 1.249 1.174 1.158 1.684 2.583 
表-8 各紋験布間の差の有意性
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(1骨 (1) (12) 
ポリエステル キュプラ ポリエステル
タ 7 タモスリン モスリン
0.38 0.44 0.50 
0.63 0.33 0.30 
0.19 0.17 0.17 
0.82 0.50 0.47 
1.20 0.94 0.97 
0.50 0.80 0.74 
0.89 0.51 0.53 
0.05 0.09 0.04 
0.94 0.60 0.57 
1.44 1.40 1.31 
0.563 1.106 0.750 
3.039 0.045 0.742 
3.602 1.151 1.492 
』キ.プラモスリン~ 
CI12 ..プラタフタ ~ 
"l_l 尉 ~ 
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(13) 分散分析
77リル 試験布問
モスリン F・
0.51 1.83 
0.39 7.97議議
0.17 5.76議議
0.56 5.42※灘
1.07 1.36 
0.66 3.96※滋
0.62 6.46滋※
0.10 1.94 
0.72 10.52国民進
1.38 1.35 
0.653 2.52業
0.635 1.66 
1.288 1.11 
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う傾向であったので.脂質の合計量としては試験布聞
に有意差がみられない。
6. Cl:置について
~ 
'‘ 
y' {. 
~~・);
'‘ 
夏，試験布に付着したCl';量は，危険率5%で試験布
聞に有意差があり.キュプラ， 麻，綿などの増員水位機
維の布に多く，ポリエステル，アクリル.ナイロンな
どの，疎水位鎖維の布の付着量が少ないことは当然で
あろう。
このCI付着量と脂質付着量との相関係fW.-0.498
(危険率5%で有意)で負の相関関係がみられた。
Clの試験布透過量l主.1式験布聞には有意差をみるこ
とは出来なかったが.各氏験布の平均値について脂質
透過量との相関係歓を求めてみると.O.“((危険率1
%で有意)となり.脂質の透過は.crの透過と或る程度
類似していることがうかがえる。
Cl付着量とCl透過量との相関係歓は.-0.710(危
険率1%で有意)であり，ょく付着する布は透過が少
ないということになる。
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表-9 脂質の試験布付着震に対する透過盆の制合 (%)
m I式験布の物理的性質との関係
今回測定した試験布の物程的性質との関係をみるため
相関係数を袋一10に示す。
1.脂質の試駿布付着奇量との関係
今回の成績では.夏l主糸番手との関係においてのみ.
危険率5%で有意であった。冬l主，見舗の比盆.糸番手
手において危険率5%で有意であった。
着用による被服材料の油性汚れの相違は.材料の昔日
何なる要因によるものか，引き続き，更に要因を加え
て因子分析を行なう予定である。
2.脂質透過量との関係
標準状態重盆，厚さ，気孔容積，吸水量 (触触法，
80~法.加圧法)，吸水率 (80~法，加圧法) と lま負の
相関関係を示し， 見掛比重， lJf家有?電圧(絶対値)と
は正の相関関係があった。すなわち，厚さがうすく.
.-10 t式駿布の物理的佐賀との相関係数
〉三ご¥
!li 質
t式駿布付着量
J: 朱、
E量 震(初1司自状態) -0.145 -0.217 
重 量(絶 事t) -0.161 -0.258 
厚 さ -0.208 -0.345 
見 主卦 比 • 0.297 
0.517※ 
'" 孔 a骨句 機 -0.070 -0.355 糸 の 番 手 0.478※ 0.501※ 
通 ~ 度 -0.392 -0.444 
'* 嫁 ff 1 圧(A) 0.174 0.170 
Il 擦 4匹 1 圧(B) -0.391 -0.080 
I!i水速度(パイレック法} 0.238 0.265 
初期吸水速度(ti触法) 0.370 0.392 
吸 水 Jt(後触法) -0.121 -0.333 
級 ホ 盆(80'C法) -0.119 -0.323 
吸 水 率{80'C法} -0.092 -0.395 
吸 水 Jt{加圧法} -0.∞9 -0.248 
吸 水 率(加圧法) 0.106 -0.224 
冒車 f察 係 量生(C) -0.202 -0.277 
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1l3l 
43.6 
16.1 
般水位の小さい布I;t.透過しやすいという ことになる。
これは， Clの透過怠と類似していることがみられる。
3. q付積盆
気孔容積，0&水率 (80'C法，制圧法)，q極水量 (加圧
法)において正の相関関係があり， lJf家帯電圧 {絶対
値)とは負の相関関係があった。すなわち，気孔容械
が大きし 吸水伎に富んど布においてce付着』誌が多
くなる。
以上今回測定した物理的性質について一応相関係数
を示したが.不充分であり.引き絞き実験検討を進め
る予定である。
また被験者についても，さらに皮脂排出量の多い
後検者について測定する必要があり.また，着用日数
の精力日と共にどのように変化するかについても今後検
討しなければならない。
量t Cl ft 
政験布透過量 試験布付着Jt 獄事費布透過Jil
夏 夏 夏
-0.487※ 0.318 -0.418 
-0.437 0.244 -0.3ω 
-0.522議 0.241 -0.423 
0.628※滋 -0.193 0.612※員長
-0.744※※ 0.520※ -0.741※※ 
0.293 -0.321 0.401 
-0.240 0.188 -0.473 
0.068 0.241 -0.165 
0.553※滋 -0.904議議 0.709※※ 
-0.055 0.44.2 -0.420 
0.462 0.289 -0.014 
-0.524※ 0.361 -0.490※ 
-0.482※ 0.315 -0.438 
-0.606※※ 0.496滋 -0.676※※ 
-0.479※ 0.499諜 -0.506※ 
一0.531※ 0.804翼民※ -0.737※※ 
0.264 0.15 -0.619※※ 
花田・山本:1支表脂質と肌箸の油性汚れに関する研究 -85-
要約
13種類の被服材料 {綿4種類，麻.絹，羊毛，キュプ
ラ2種類.ナイロン，ポリエステル2種類， アクリル)
から切りとった試験布を肌着の背に貼付して，夏と冬に
24時間着用した湯合の試験布の脂質付着量および透過量
を比較し.皮表脂質量との関係をしらベた。同時に試験
布の Cl付着量および透過盆を測定し.脂質賓との関係
をしらべ，つぎの知見が得られた。
1.夏と冬の脂質量を比較すると.皮表脂質量で11冬に
多い傾向であった。試験布に付着した脂質量では明確
なことは云えない。試験布を透過した脂質量lム'Yの
方が多い傾向であった。
2.試験布を4グループに分けて実験したので，綿金巾
のf査を基調直として，グループ間の補正を行った後.試験
布間の比較を行った。
(1) 各試験布に付着した8Ut.I1，夏.冬共，布聞に
有意差がある。すなわち.麻の付着量が..も多く，
またモスリン類11タフタ類より下位にあり，同じ繊
維材料でもかなり差がみられた。主た夏と冬の相関
係数は 0.863で試験布聞の汚れやすさは夏と冬でか
なり似ている。
(2)皮表路質量と試験布に付着した脂質量との相関係
主i主，夏-0.867，冬-0.781と負の相関関係にあり.
脂質をよく付着する布に接していた皮膚11皮表脂質
量が少ないという関係がみられた。
(3) 試験布を透過した脂質量は試験布付着量に比べて
少ない。試駿布付着量との間に11，相関関係はみら
れなかった。
(4) 脂質合計量 (皮雲監脂質量.試験布付着震および透
過盆の合計)においては試験布の相違による有意差
はみられなかった。
3.夏において，試験布の Cl付着震と脂質付着量との
伺関係数は-0.498で危険率5%で有意であった。
また夏の場合の脂質の透過は CIの透過と.9)(る程度
額似していることがうかがえた。{両者のそれぞれの平
均値についての相関110.644で.危険率1%で有意)
次に，各試験布すなわち被服材料の物理的性質と汚れ
付着紙との関係についての検討を試みた。その結果は次
の通りである。
( 47 ) 
(1) 夏における脂質透過量については，物寝的性質と
の相関係数よりみで，厚さがうすく.11&水位の小さ
い被服材料は透過しやすい。 Cl透過量においても
伺織である。
(2) 訳駿布の脂質付着量との関係については現在まで
の所では充分な成果を得るには至らず.なお実験倹
討中である。
(3) CIの付着量と透過量との相関係数は-0.710(危
険家 1%で有意)でよく付着する布lま透過が少ない。
CI付着量と物性との関係については，気孔容積
が大きく吸水位にaんだ被服材料において付者量が
多くなる。
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Summary 
About 13 kinds of clothing materials， we measured the amounts of 1 ipids absorbed on the cloth. those 
permeating it， those on the skin， the amounts of Cl absorbed on the cloth， and those permeating it. 
The materials were four kinds of cotton， linen， silk， wool， two kinds of cupra， nyron， tow kinds of 
polyester， and acryl. From them we cut out the test pieces， and sewed them to the back of the under. 
wear. After wearing them， for 24 hours， each in summerand in winter， we mesured. Thus we acquired 
the following resul ts. 
L We compared the amounts of lipids in summer with those in winter. 
Those on the skin were greater in winter than in summer. It was uncertain in those absorbed 
on the test pieces. Those permeating the test pieces were greater in summer than in winter. 
2. As for the amounts of 1 ipids absorbed on every test pieces， there were the signi ficant di fferences: 
First tbose absorbed on )inen cloth were greatest. Secondly tbose absorbed on muslin clotbs were 
less tban those absorbed on taffeta clotbs. 
3. Tbe amounts of lipids on the skin were small which bad been toucbing a test piece of tendency 
to absorb mucb lipids. 
4. The amounts of Jipids permeating the test pieces were less than tbose absorbed on it. 
5. In summer， the correlation coefficient between the amounts of absorbed Cl and those of absorbed 
lipids on the test pieces was -0.498.(signjficant at tbe 5% level) 
6. As for the amounts of lipids permeating tbe pieces， in summer， thin test pieces of small 
absorbability bad great amounts. This was the same witb the amounts of Cl permeating tbe pieces. 
7. The test pieces， absorbing a large quantity of Cl， bad small amounts of Cl permeating tbe pieces. 
8. The test pieces， of mucb polosity and much absorbability， had great amounts of Cl absorbed on tbe 
pleces. 
( 48 ) 
